
郷土史愛好家   楫ヶ瀬　孝
（かじがせ　たかし）

「郷土の歴史遺物の再利用
 ～そして未来へ向けて」

　今回の「地域人」は、郷土史愛好家・楫ヶ瀬 孝さんをご
紹介します。

活動のきっかけ　
　長年、病院で臨床検査技師として勤務しましたが、退
職を期に生まれ育った地元に何か恩返しがしたいと考え
た結果、現在は２つの大きな活動を行っています。
 一つ目は石見神楽の蛇胴を用いた和紙製品作り、二つ目
は日本遺産（北前船寄港地）の追加認定を目指す取り組
みです。
　
焼却されていた蛇胴が姿を新たに　
　ご存じの方もおられると思いますが、石見神楽の蛇胴
は浜田市三隅町を中心に製造されている石州和紙を何枚
も貼り合わせて作られています。この和紙はとても頑丈
で、三重に貼り合わされた和紙はミシンで糸が縫えるほど
頑丈です。60回程度舞台で使用された蛇胴は、やがて練
習用になり、最後は焼却処分となるのが一般的でした。大
蛇鱗の美しい模様や、風情のある色彩の蛇胴が焼却され
るのは勿体ないと考え、何かに利用できないかと思案し
た結果、小物入れなどに再利用しようと思い立ちました。
　試行錯誤し、家内の意見も聞きながら苦労して作成し
ましたが、今では手提げ袋や名刺入れ、財布（お札入れ）
などバリエーションも増やしていくことができました。
　一番嬉しかったのは蛇胴を製作される方から、「焼却
されるだけの蛇胴が、使ってもらえるものに生まれかわ
るは嬉しい。120年目の進歩です」と言ってもらえたこ
とです。私の大好きな石見神楽が繁栄していけば、役目
を終えた蛇胴の数も増えてきます。私は神楽舞を遠くか
ら眺めていた大蛇が姿を変え、一般の方々に柄として、
石州和紙として触れてもらえるように工夫しました。蛇
胴は私一人の物でもありませんし、関心のある人が色々
と試行錯誤されて、この石見神楽のヒーロー「大蛇」が皆
さんに愛して貰えるようになることを願っています。

外ノ浦湊の歴史をつなぐ活動　
　我が家のある外ノ浦（とのうら）湊は、祖父の代まで廻
船問屋として北前船との商いを行っていたこともあり、
我が家には関連書物数点が伝来しています。また、自宅

の納屋を解体中に出てきた屏風の裏紙に、問屋当時の帳
面などが使用されているのも見つかりました。外ノ浦湊
は、江戸時代の北前船の寄港地で、浜田市が日本遺産の
追加認定を目指しています。
　外ノ浦湊は藩政時代、浜田市の表玄関でしたが、現存し
ている資料が乏しく、郷土史家を訪ね、教えを請うたりし
て文書に残し、後世にバトンが渡せるよう活動していま
す。その中で、浜田市が日本遺産の追加登録を目指して
いるとわかりました。以前より、外ノ浦湊を対象とした発
表や講演を行ってきたこともあり、非常にやりがいをもっ
て研究活動をしています。これからも少しでも外ノ浦湊を
知ってもらえるよう頑張っていきたいと思います。
　最後に一句。
　「インタビュー　語り尽くして　冬に入る」

～取材を終えて～
　ご夫婦一緒に取材対応していただきました。屋外は風
の強い冬の天気でしたが、屋内は暖かで緩やかな時間が
流れており、予定時間を大幅に超えてしまいました。こ
れからも仲良く活動を続けることができるようお祈りい
たします。
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古くなった蛇胴を加工する様子

外ノ浦湊の景色

　去る11月10日（金）― 11月11日（土）に香川県高松
市のサンポートホール高松を中心会場として、第71回
国立病院総合医学会が開催されました。この学会は全国
の国立病院からあらゆる職種の人が集まる大規模な学会
です。
　当院からはポスター発表、口演合わせて20名の職員
が演題を出しました。
　このうちポスター発表において、以下の3演題が、「ベ
ストポスター賞」を受賞しました。

　「ADL獲得に向けた看護を提供するために
　　～情報共有シート導入後の看護師の意識変化～」

　　　　　演者：5階南病棟 福本 賀奈子

　「腎機能に応じた薬剤の適正使用の取り組み
　　～腎機能検査値を基にした監査方法の標準化～」

　演者：薬剤部 高橋 俊樹

　「栄養管理室運営に関する一考察」
　演者：栄養管理室 酒永 智子

※ベストポスター賞：ポスター発表は各グループ5・6人
に分かれて行い、各グループの座長が最も良いと思っ
た発表をベストポスター賞とします。

　私は「事務職員が医療クラークに参加したことによる
気づき」という演目でポスター発表を行いました。医療
クラークは各診療科の医師の横について仕事をしている

職員で、正式名称は「医師事務作業補助者」と言います（具
体的な仕事内容についてはスマイル＆ハートvol.40に
掲載されていますので、こちらもご覧ください）。
　私はこの医療クラーク業務を心臓血管外科と腎臓内科
の方でさせて頂きました。

　今回医療クラーク業務に参加したことにより、外来で
の診察の様子や電子カルテ上での検査や投薬等のオー
ダーの仕方、そしてその情報が医事の方へどのように流
れているかを把握することができました。
　また、私は普段契約係として物品購入や修理受付、業
者さんの対応等の業務を行っており、今回の経験は他職
種の仕事内容を知るよい機会になったと思います。
　学会ではポスター発表だけでなく、口演やシンポジウ
ムを聴くことができました。その中では私が現在担当し
ている業務に関わる発表もあり、今後の業務の参考にな
りそうな発表をした方には直接お話を伺うことができま
した。この経験を糧に、さらに業務に励んでいきたいと
思います。
　今回の学会で発表した職員のポスターは、浜田医療セ
ンターホームページ「医療関係」ページに掲載する予定
ですので是非ご覧ください。

　最後になりましたが、今回医療クラーク業務を行う上
で、場所を提供して頂いた心臓血管外科と腎臓内科のス
タッフの皆様、医療クラーク業務と通常の契約業務との
両立が図れるよう配慮して頂いた企画課の皆様に御礼を
申し上げます。ありがとうございました。

企画課　契約係　池淵　雄樹

国立病院総合医学会
に参加して
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